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戸
籍
は
、
出
生
や
婚
姻
、
死
亡
な
ど
、
生
ま
れ
て
か
ら
亡

く
な
る
ま
で
の
届
出
に
関
す
る
身
分
事
項
が
記
録
さ
れ
た
重

要
な
公
文
書
で
す
。
町
で
は
明
治
時
代
の
制
度
発
足
以
来
、

和
紙
に
手
書
き
や
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
に
よ
り
記
載
を
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
６
年
の
戸
籍
法
の
改
正
に
よ
り
、

戸
籍
の
電
算
化
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
）
が
可
能
と
な
り
、
国

の
指
導
の
も
と
に
電
算
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
岩
美
町

で
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
る
た
め
、
戸
籍
事
務
を
電
算
化
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。　

　

こ
こ
で
は
、
電
算
化
に
よ
る
戸
籍
事
務
の
改
正
点
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
今
回
の
電
算
化
は
本
籍
地
が

「
岩
美
町
」
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
住
民
票
の
住
所
が

岩
美
町
に
あ
っ
て
も
、
本
籍
地
が
「
岩
美
町
以
外
」
の
方
は
、

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

戸
籍
の
名
称
と
書
式
な
ど
が
変
わ
り
ま
す

　

今
ま
で
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
全
員
を
証
明
す
る
も
の

を
「
戸
籍
謄
本
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
が
、
新
し
い
戸
籍
で

は
「
戸
籍
の
全
部
事
項
証
明
書
」
と
い
い
ま
す
。
ま
た
個
人

を
証
明
す
る
「
戸
籍
抄
本
」
を
「
戸
籍
の
個
人
事
項
証
明
書
」

と
、
そ
れ
ぞ
れ
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。 
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戸
籍
の
文
字
は
、
常
用
漢
字
や
人
名
漢
字
、
辞
書
に

載
っ
て
い
る
文
字
で
記
載
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
紙
戸
籍
は
手
書
き
で
あ
っ
た
た
め
に

「
氏
」
や
「
名
」
が
、
草
書
や
行
書
、
崩
し
字
、
癖
字

な
ど
で
そ
の
ま
ま
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、

こ
れ
ら
を
電
算
化
に
伴
い
辞
書
に
載
っ
て
い
る
文
字
に

直
し
て
記
載
し
ま
す
。

実
際
に
使
わ　
　
　

正
規
の
記
載　

れ
て
い
る
例　

　
「　

」　
 
↓ 　
「
瀧
」

　
「　

」　
 
↓ 　
「
蔵
」

　
「　

」　
 
↓ 　
「
難
」

　
「　

」　
 
↓ 　
「
裕
」

　
「　

」　
 
↓ 　
「
節
」

　
「　

」　
 
↓ 　
「
濱
」

○ 本籍・住所の表示が変わります

　本籍や住所の番地に枝番がある
戸籍や住民票は、「の」の文字を記
載しません。

（例）10番地の５→10番地５

　これは、土地登記簿の地番号に
「の」の文字が示されていないこ
とから、記載を統一するために行
うものです。
　なお、名称、地番号の変更では
ないため、免許証や金融機関など
での住所変更の手続きは必要あり
ません。
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従来の方式電算化後区分

戸籍謄本（全員）戸籍の全部事項証明書
名称

戸籍抄本（個人）戸籍の個人事項証明書

縦書き横書き様式

文章形式箇条書き
書式

漢数字算用数字

白紙　Ｂ４・Ｂ５版偽造防止用紙　Ａ４版用紙

朱印黒色の印（電子印）公印
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（月） 

よ
り
早
く
！　

　

よ
り
正
確
に
！

　
　

よ
り
見
や
す
く
！

　
　
　

よ
り
分
か
り
や
す
く
！

※　この例は、ごく一部です。


